
せ
ね
ば
な
ら
ね
事
と
思
ひ
荻
に
附
言
す
る
次
第
て
あ
る
。

新

著

地
球
内
部
の
構
造
を
論
ヒ
に
諸
研
究

園

凸
口
問

信

此
の
論
文
は
エ
ス
、
毛
ホ
ロ
ピ
チ
ツ
グ
(
∞
・
足
。
r。
Z
4向
。
目
。
〉
氏
が
千
九
百
二
十
一
年
四
月
.
ユ
ー
ゴ

1

ス
ラ
ぜ
ア
(
旬
話
。
叩
F
4
U
S
の
少
ア
グ

ν
プ

ハ
Nmwmgg
の
談
話
曾
で
講
演
し
た
も
の
を
其
の
後
更
に
新

ιし
〈
成
さ
れ
れ
種
々
の
研
究
を
加
へ
て
今
年
の

NO宮
島
ユ

p
p『

g向
2
M
g門

戸

g
c
g匂
r
・

3
M
W誌
一
月
及
二
月
披
に
連
載
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
心
原
文
は
仲
々
長
篇
で
内
・
い
は
我
々
地
震
串
に
志
ナ
も
の
λ

知
っ
て
置
〈
可
き
事
が
多
い
の
で
私

は
之
れ
を
今
年
七
月
末
中
央
気
象
塞
の
談
話
曾
で
紹
介
し
ま

L
た
が
更
に
本
誌
上
に
載
せ
て
由
民
〈
皆
様
に
讃
ん
で
戴
き
度
〈
敢
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ

り
ま
ナ
。

先
づ
序
交
中
に
は
昼
間
を
三
様
に
分
け
て
見
る
と
英

ω
中
最
も
了
解

3
れ
℃
居
ら
ね
部
分
が
地
球
の
内
部
で
あ
る
と
一
五

ぶ
事
を
述
べ
て
あ
っ
て
其
れ
か
ら
本
文
に
移
っ
て
居
る
。

一
、
千
九
百
年
迄
の
研
究
に
依
っ
て
知
ら
れ
て
居
た
地
球
内
部
の
構
造
と
地
震
皐
の
意
義

阪
に
二
十
五
世
紀
以
前
に
ピ
タ
グ
ラ
ス

(
句
、
円

E
m
ω
E
U
)
は
地
球
が
球
健
で
あ
る
事
を
唱
へ
て
ユ

1
ド

y
λ

(
出
邑
O
M
h
a

こ
O
九



二一

O

。ω

)

及
ア
y
h
T

メ
デ
ス
(
〉
円

c
r
z
z
g
)
は
之
れ
を
讃
明
し
よ
う
と
し
た
が
然
し
内
部
の
構
造
に
至
り
て
は
科
準
的
基
礎

に
立
脚
し
た
設
が
全
く
な
か
っ
た
。
然
る
じ
デ
カ

Y
ト

(
U
2
2
3
0
ω
)
及
び
ラ

4
プ
ニ
ヅ
ヅ
(
戸
仏

g
宮
)
は
始
め
て
地
球
内

部
が
灼
熱
し
た
流
髄
で
あ
る
と
云
ふ
設
を
後
表
し
穴
の
で
之
れ
を
日
住
雲
設
か
ら
設
明
し
ゃ
う
と
企
て
た
第
一
人
者
が
ラ
プ

ヲ

1
ス
(
F
h
H
1仰
の
ぬ
)
で
あ
っ
た
。
之
う
し
て
彼
れ
の
訟
は
長
い
間
天
文
墜
を
支
配
し
現
今
て
も
猶
一
部
の
地
質
皐
か
ら
承

認
3
れ
て
居
る
程
の
も
の
ぐ
あ
る
。
所
て
此
の
設
り
根
本
と
も
一
五
ふ
べ

3
地
球
内
部
が
溶
融
せ
る
流
躍
で
あ
る
事
の
鐙
明

と
し
℃
役
立
つ
も
の
は

一
地
球
内
部
の
温
度
傾
皮
は
三
十
米
下
降
す
る
毎
に
構
氏
で
約
一
度
上
昇
す
る
事
か
ら
推
し
て
地
球
の
内
部
は
凡
℃

の
物
質
が
融
解
せ
る
程
の
高
温
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ね
事

二
温
泉
の
存
在
す
る
事

三
地
表
へ
融
解
せ
る
岩
石
叉
は
溶
岩
を
噴
出
す
る
噴
火
山
の
存
在
す
る
事

四
地
表
の
各
地
で
観
測

3
れ
た
溶
岩
が
殆
と
凡
て
同
じ
組
成
を
有
す
る
事

等
の
事
実
て
之
れ
か
ら
考
へ
る
と
地
球
は
流
鰻
上
の
も
の
が
一
局
卒
縮
国
鰻
と
な
っ
て
居
て
其
の
中
心
近
く
の
温
度
は
恐
ら

〈
揺
氏
二
高
度
乃
至
十
高
度
、
懸
力
は
三
百
万
気
魅
位
て
あ
ら
う
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

然
る
に
ソ
ヅ
タ
!
(
包
寄
与
の
研
究
に
依
る
と
、
多
く
の
物
質
に
は
臨
界
混
度
と
云
ふ
も
の
が
存
在
し
此
の
温
度
を
越

ヘ
る
と
其
の
物
質
は
克
斯
控
に
特
使
る
と
一
五
ふ
の
で
、
主
(
れ
か
ら
ツ
エ
プ
リ
ツ
ツ
(
内
-
N
0
0
宅
島
N

)

は
地
球
内
部
が
一
丸
斯
鐙



ぐ
あ
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
の
設
を
唱
へ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
ギ
ユ
ン
ア

Y
(
ω

・。5
5
0円
)
は
一
般
に
地
球
内
部
に
は
一
一
一
様

の
凝
集
鰹
が
漣
績
的
に
存
在
す
る
と
一
瓦
ふ
考
へ
を
出
し
て
居
る
。

叉
一
方
に
自
然
科
皐
者
は
地
球
の
国
い
外
殻
印
ち
岩
石
層
(
口
p
s
Z
2
0
)
が
単

e

な
組
成
を
有
す
る
も
の
で
無
い
主

云
ひ
其
の
厚
み
も
或
る
者
は
十
五
粁
乃
至
四
十
粁
叉
或
る
者
特
に
プ
ン
ポ

Y
ト

Y

(
の
o
E
r「
)
等
は
百
二
十
粁
乃
至
百
五
十
粁
程
の
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
居
一
る
。
此
の
時
に
営
っ
て
地
質
患
者
の
デ

(
〉
一
〈

-
E
S
M
σ
c
Eと
及
び
コ
M
F

デ
ィ
エ

1

，
!
ナ
(
ロ
日
戸
)
ρ

イ
ム

(
出
己
B
)
ジ
ヲ
ス

2
5
2
)
等
は
牧
縮
設
な
る
も
の
を
後
表
し
て
居
る
。

此
の
設
に
依
る
と
地

球
は
時
が
一
経
る
に
従
っ
て
冷
却
固
化
す
る
と
云
ふ
の
て
其
の
結
果
山
石
石
層
は
初
版
EY--)

な
A

リ
其
の
視
が
現
今
の
山
脈
を
構
成

し
た
も
の
と
考
へ
て
居
る
。

更
に
観
測
の
結
果
に
依
る
と
山
上
て
は
重
力
の
値
が
太
洋
上
の
其
れ
よ

b
も
小
で
あ
る
事
か
ら
千
人
百
六
十
九
年
プ
フ

ヅ
ト
(
』
・

z
-
P詳
)
は
山
中
獄
が
比
較
的
軽
い
物
質
よ
λ

リ
成
b
之
れ
に
反
し
て
太
洋
の
底
を
構
成
す
る
物
質
は
比
較
的
密
度

が
大
で
あ
っ
て
此
の
雨
者
の
聞
に
は
卒
衡
が
保
た
れ
て
居
る
と
云
ふ
設
即
も
地
殻
卒
衡
論
(
同
ωCωgq)
を
唱
導
し
た
の
で

あ
る
。
然
し
℃
其
の
後
此
の
設
の
設
明
と
な
る
べ

3
事
賓
が
績
々
と
見
出
3
れ
た
の
で
あ
る
が
其
の
第
一
は
ス
ア
ゲ
不
ツ

h

y

(

〈・

ωけの
2
5
c
r
)
及

へ

ヅ

カ

!
(
0
・
E
R
F円
)

の
研
究
て
路
道
を
穿
つ
際
に
内
部
の
混
度
が
著
し
〈
高
い
事
で
あ
る

例
へ
ば
シ
ン
プ
ソ

γ
路
道
で
は
内
部
の
混
度
が
撮
氏
五
十
度
以
上
て
あ
る
の
に
太
洋
の
底
の
潟
度
は
約
零
変
で
あ
る
。
此

の
ー
事
賞
よ
り
推
す
と
現
今
太
洋
の
底
と
な
っ
て
居
る
岩
石
唐
の
部
分
は
何
庭
も
低
温
度
迄
固
化
し
て
居
る
に
反
し
て
現
今

一
一一



大
陸
で
あ
る
部
分
は
命
高
浪
度
て
比
較
的
膨
脹
を
な
し
て
居
る
。
及
川
し
そ
れ
も
地
下
百
二
十
粁
の
深
3
迄
行
げ
ば
等
温
面

が
水
平
と
な

b
訟
に
完
全
な
イ
ツ
ス
タ
ジ
イ
が
成
立
す
る
と
云
ふ
の
て
あ
る
。
此
の
詮
明
は
-
ア
イ
ツ
ト
マ

y
(
。
・
出
-
H
J
T

常

5
5ロ
)

へ
イ
ア
ホ
!
ド

(
H

・

z-E弔
問
。
丘
)

へ
Y

マ
1
0
ト
(
司
・
同
・
出
。
H
5
2門
)
等
の
研
究
に
依
っ
て
特
に
優
カ
な
も

の
と
な
っ
て
居
る
。

イ
ン
ス
タ
ジ

1
の
第
二
の
詮
明
と
し
て
役
立
つ
も
の
は
エ
‘
ア
リ
!
(
〉
円
弓
)

の
考
へ
を
ス
ト

1
ク
ス
(
日
2
F
ω
)
が
慌

張
し
た
設
で
あ
っ
て
比
較
的
聴
い
岩
石
層
が
比
較
的
重
い
マ
グ
マ
の
居
(
冨
お
日
山
門
司
ミ
。
門
出

R
3ち
2
0
)

の
上
に
浮

ん
で
居
る
と
一
広
ム
考
へ
ぐ
あ
る
。
此
の
考
へ
て
ゆ
け
ば
大
陸
の
下
の
マ
グ
マ
層
迄
の
厚
み
は
海
底
の
下
の
其
れ
に
比
し
℃

大
と
な

b

、
マ
グ
マ
の
唐
に
至
。
て
イ

y
ス
タ
ジ
ー
が
成
立
す
る
の
て
あ
る

d

故
に
若
し
岩
石
層
の
下
底
面
に
凸
凹
が
基

し
け
れ
ば
地
表
て
の
重
力
の
値
は
至
る
所
て
ゐ
ま
L

リ
大
な
る
差
を
奥
へ
ぬ
舎
で
あ
る
が
事
貨
は
之
れ
に
反
し
て
地
表
の
各

所
に
於
け
る
重
力
の
値
の
不
規
則
き
が
存
在
す
る
故
誌
に
イ

y
ス
タ
ジ
イ
を
承
認
し
得
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
斯
様
な
考
へ
と
別
に
物
理
向
車
者
は
地
球
の
内
部
が
剛
飽
か
ら
出
来
て
居
る
と
一
去
ふ
重
要
な
結
果
を
出
し
て
居
る
。

即
ち
タ
ム
ソ

ν
(
巧
・
吋
F
0
3
0
ロ
)
及
び
ダ
!
?
キ

y

(
肘
・
出
・
ロ
R
え
る
は
若
し
宕
石
唐
が
極
め
て
薄
い
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
流
憶
上

ω
マ
グ
マ
の
上
で
此
の
暦
は
潮
汐
作
用
を
起

3
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
某
の
事
が
現
は
れ
ね
の
は
地
球

の
球
憶
が
会
鐙
と
し
て
銭
の
如
く
剛
い
物
質
よ

b
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
と
云
ム
設
を
唱
へ
最
近
に
至
て
へ
ツ
カ

1
及
び

ジ
ユ
ワ
イ
ダ
ア
(
者
-
m
c
r当
己
含
る
が
之
れ
を
謹
明
し
た
も
の
で
此
の
事
に
関
し
て
は
向
後
に
詳
細
に
説
明
す
る
。
叉
一



'" 

方
ホ
プ
キ

Y

ス

(
E
o℃
r
z
ω
)
 

は
地
球
.
か
会
く
剛
億
一
で
あ
る
か
叉
は
薄
い
地
殻
に
包
ま
れ
て
居
る
流
臆
て
あ
る
か
に
依
b

其
の
歳
差
叉
は
章
動
等
が
援
化
せ
ね
ば
な
ら
ね
事
よ
'
0・J

測
定
の
結
果
地
球
は
全
く
剛
慢
で
あ
る
か
叉
は
少
〈
と
も
千
二
百

粁
乃
至
千
六
百
粁
迄
は
回
健
暦
が
存
在
せ
ね
ば
な
戸
川
事
ぞ
唱
へ
て
居
る
。
同
様
な
結
果
に
は
ク
ヰ
!
へ

Y
ト
(
同
・
当
日

2
r
E

め
円
門
)

も
地
震
向
車
上
よ

b
到
達
し
て
居
る
。
彼
れ
の
設
に
依
る
と
地
球
は
大
路
二
部
分
に
分
た
れ
得
る
も
の
で
一
部
は
約

千
五
百
粁
迄
の
岩
石
包
被
.
一
部
は
竿
径
四
千
九
百
粁
の
銅
銭
心
核
で
あ
る
左
一
去
よ
。

所
て
次
の
問
題
は
地
球
が
内
部
迄
も
剛
健
で
あ
る
事
が
果
し
て
可
能
で
あ
る
か
何
う
か
正
云
ふ
事
ぐ
あ
る
。
之
れ
に
就

で
は
余
程
以
前
既
に
ポ
ア

y
y
(
句
。
山

ω
ω
O
ロ
)
は
融
解
賂
が
麿
力
の
矯
め
に
高
め
ら
れ
る
結
果
ー
と
し
て
地
球
は
中
心
迄
も
回

慢
で
あ
ら
う
と
云

λ
設
を
出
し
た
が
タ
ム
マ

y

(
の
・
吋
mF円

H
H
E
E
D〉

は
底
力

f

に
依
る
融
解
鮎
の
土
井
は
或
る
範
国
内
に
の

み
限
ら
る
〉
事
て
師
魅
力
が
或
る
極
限
を
越
え
た
時
は
融
解
鮪
が
其
れ
以
上
の
懸
カ
の
増
加
に
封
し
て
却
て
低
下
す
る
も
の

ぞ
あ
る
事
を
指
示
し
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
貸
際
地
球
が
冷
却
を
始
め
た
場
合
に
固
化
し
た
岩
石
は
其
の
溶
融
臆
よ
b
も

密
度
が
大
ぐ
あ
る
結
果
と
し
て
低
下
し
設
に
封
流
を
生
ず
る
結
果
地
球
内
部
は
殆
ん
と
一
様
な
混
度
と
な
る
事
が
可
能
な

る
事
も
考
へ
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

叉
地
球
会
憶
が
回
躍
で
あ
る

2
云
ム
設
を
な
す
向
車
者
は
地
球
内
部
の
最
高
細
川
皮
を
三
千
皮
乃
至
四
千
皮
と
考
へ
て
居
る

が
賃
測
の
結
果
に
依
れ
ば
少
〈
と
も
地
下
二
粁
迄
は
深
3
と
共
に
混
度
が
上
昇
す
る
。
勿
論
地
表
近
く
に
於
け
る
傾
度
を

以
て
中
心
に
近
い
所
迄
潟
度
が
上
昇
す
あ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
然
し
地
球
内
部
の
高
温
な
る
事
は
一
方
放
射
能
性
物
質

一一一一一一



二
一
回
J

の
分
解
に
依
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
兎
に
角
地
球
内
部
が
会
館
と
し
て
困
慌
で
あ
っ
て
温
度
も
四
千
皮
位
て
あ
る
ど
考
ベ
F

て
居
る
人
々
に
最
も
不
可
解
な
謎
と
な
っ
て
居
る
の
は
火
山
現
象
て
ゐ
る
と
同
時
代
其
れ
が
地
質
患
者
等
の
溶
融
鰹
設
の

装
礎
と
な
っ
て
居
る
。
然
し
之
れ
に
封
す
る
設
明
と
し
て
は
火
山
の
原
因
が
比
較
的
浅
い
所
に
存
在
す
る
事
並
び
に
現
在

の
火
山
が
多
く
海
港
に
存
在
す
る
事
な
ど
も
役
立
つ
も
の
で
あ
ら
う
。

此
の
外
に
地
球
内
部
の
構
造
に
閲
す
る
章
一
要
な
設
は
ス
チ
ウ
ノ
ぺ

Y

(
〉・

ω
Z
Z
H
)
の
共
れ
て
あ
る
彼
れ
の
考
へ
に
依
る

2
浴
融
せ
る
地
球
は
先
づ
表
面
か
ら
固
化
し
た
が
然
し
更
に
表
面
が
冷
却
す
る
と
此
の
固
化
し
た
層
の
下
底
部
は
膨
脹
を

衆
し
た
撲
な
股
態
に
な

b
其
の
結
果
固
化
し
た
地
殻
は
大
な
る
力
の
作
用
の
下
に
割
目
を
生
じ
て
断
砕

3
れ
る
。
此
の
時

代
が
大
特
使
動
の
時
代
で
此
の
時
下
層
の
マ
グ
マ
は
地
表
代
奔
流
し
て
前
の
固
化
層
上
に
第
二
の
地
殻
を
作

b
上
げ
る
。
之

れ
を
ス
チ
ユ
イ
u
y

は
装
甲
地
殻

(
Fロ
N
2仏
2
r
o
〉
ー
と
名
付
け
た
。
而
し
て
其
の
中
に
は
個
々
濁
立
し
た
地
震
又
は
火
山
の

策
源
地
が
地
殻
に
取
固
ま
れ
て
残
遣
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
此
の
唐
の
厚
み
は
約
五
十
粁
て
其
の
上
に
更
に
十
粁
程
の
厚
み

の
持
皮
質
物
叉
は
沈
澱
物
の
唐
が
存
在
す
る
と
考
へ
で
あ
る
。
更
に
内
部
に
は
約
二
千
粁
の
厚
み
の
固
化
層
が
あ
っ
て
之
れ

以
下
に
存
在
す
る
マ
グ
マ
は
最
早
之
れ
を
打
破

b
得
ぬ
程
の
扱
き
を
有
す
る
も
の
ぐ
あ
る
と
云
ふ
。

(
の
・
ロ

0
2山
口
)
ロ
ヅ
キ
ヤ

1
(
Z・
円
。
会
V12)
等
の
流
'

向
地
球
の
成
因
に
は
遠
く
は
カ
ン
ト
(
吋
・
穴
包
同
)
ダ
ー
ク
ヰ

γ

星
説
、
近
く
は
チ
ャ
ン
バ

1
リ

γ
r--、
の

の
r 
色J

B 
u 
(t> 
'"'1 
~ 

ロ
‘、J ノ

ム
1
Y
ト
ン

(
足
。
ロ
ゴ

g
〉
佐
一
寸
の
小
天
健
繋
A
口
説
等
が
あ
る
が
何

れ
も
一
般
的
に
認
存
3
れ
て
居
る
設
で
は
無
い
。

o 



最
後
に
面
白
い
の
は
ヂ
ク
ク
ス
の
考
へ
で
彼
れ
は
地
殻
を
其
の
中
に
含
ま
る
¥
主
成
分
に
依
っ
て
三
部
分
に
分
っ
て
居

る
。
第
一
は
岩
石
層
或
は
ザ

1
Y

(ω
乙
主
成
分
が
ジ
η
ノコ

γ
及
ア
Y

ジ
ニ
ク
ム
な
る
所
か
ら
斯
〈
は
名
付
け
た
も
の
で

あ
る
)
と
務
す
る
も
の
、
第
二
は
マ
グ
マ
の
唐
或
は
ジ
マ
(
∞
吉
ω
主
成
分
シ

y
コ

γ
、
マ
グ
ネ
ジ
ウ
ノ
ム
)
と
移
す
る
も
の
で

必
核
に
近

3
所
を
ニ
ブ
エ

(
Z
F
主
成
分
銭
、
ニ
ヅ
ケ
Y

)

1

と
務
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
考
へ
は
比
の
原
文
中
に
は
一
記
載
3

れ
℃
目
的
な
い
.
か
ク
エ
グ
ナ
!
(
名
高
3
2
)
の
大
陸
移
動
設
の
根
本
と
な
る
も
の
て
あ
る
。

之
れ
お
は
千
九
百
年
以
前
の

議
研
究
を
歴
史
的
に
記
述
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
次
に
は
地
震
波
動
の
研
究
か
ら
地
球
内
部
の
構
造
を
論
じ
様
と
思
ふ
。
、

(
一
未
完
)

豪量

季最

。
軽
石
漂
着
の
件

今
年
七
月
迄
に
紀
伊
、
四
閥
、
九
州
中

1

川
一
十
回
に
軽
石
川
一
同
着
せ
し
も
の
多
く
各
地
方
測
候
所
よ

b
報
告
あ

-
9
た
れ
ば
共
の
報
告
の
俵
を
訟
に
録
す
。

て
三
震
牒
津
測
候
所
報
告

市
壮
一
来
本
勝
鳥
羽
判
近
海
に
軽
石
鰐
多
漂
務
し
来

b
b骨
て
見
ゴ
る
の
現
象
な
'p
。
右
軽
石
を

志
摩
郡
演
島
水
産
試
験
場
よ

b
本
所
へ
送
付
し
来
れ
，
夕
、
叉
漂
着

ω報
告
あ

b
し
は
左
の
町
村
な

b

鳥
羽
m
警
察
署
報
告
一
六
月
九
日
頃
閥
府
、
安
束
、
鏡
消
1

長
問
、
脊
島
、
答
志
の
各
村
及
演
島
町
に
液
流
し
?

二
一
五




